
効率的に発明を発掘し、出願件数をアップするための

他社の特許リスクを回避し、
出願件数をアップする特許の発明発掘の具体的ノウハウ

LIVE配信
アーカイブ配信

7日間視聴可能

目的に応じた特許マップの作成方法、他社特許を特定する方法、
他社特許リスクの回避方法、優位性を獲得する強い特許を取得する方法、

特許出願件数を増やす方法、DX・AI特許の発掘・出願方法について、
豊富な経験に基づき、実践的に分かりやすく解説する特別セミナー！！

★日時：2025年11月18日（火）10:00～16:00
★会場：WEB受講のみ (Zoomシステム)
※LIVE配信／アーカイブ配信（7日間視聴可能）

★受講料：1名 49,500円（消費税込）
同一セミナー同一企業同時複数人数申込みの場合 1名44,000円

★受講資料：PDF資料（受講料に含む）

【講師の言葉】 他社特許は自社の事業範囲を制約する可能性があり、その権利範囲によっては自社事業に大きな影響を及ぼすことが
あります。そのため、早いタイミングで他社特許を正しく分析し、事業・開発戦略への影響を知ることが重要です。また、自社事業に
脅威となる他社特許を見つけた場合には適切な対応策をとる必要があります。本講演では、他社特許の権利範囲を特定するだけでなく、
特許権が独占権ではなく排他権であることに基づいて、その特許を分析して弱みを特定し、自社事業への影響を最小限に抑える戦略に
ついてお話しします。
また、特許情報には市場では公開されていない他社の開発内容や、市場の商品やサービスを分析しても特定できない技術情報が詳細

に記載されていることが多々あり、他社の事業戦略を知る上で、また自社開発に役立つ技術情報を取得する上でも非常に有用です。他
社の特許情報をどのように分析して事業に活用するかについてもお話しします。さらには、他社特許の分析結果を基に、自社事業の優
位性を獲得するための強い特許を取得し、且つ出願件数をアップする知財戦略についてお話します。

【受講形式】WEB受講のみ ※本セミナーは、Zoomシステムを利用したオンライン配信となります。
【予備知識】特許制度の概要があれば理解が進みます。
【受講対象】事業部、法務部、知財部の方々：初級～中級
【習得知識】１）特許調査、特許公報の味方 ２）他社特許のリスクを特定し、回避する手法 ３）知財戦略の立案方法

４）強い特許を取得するための発明発掘・特許開発手法 ５）特許出願件数アップの仕方 など

◆セミナーお申込要領
・弊社ホームページの申込欄又は、E-mailかFAXにてお申し込みください。
・受付後、受講票・請求書等をメールで送信します。
・開催日の8日前以内のキャンセルの場合、受講料の全額を申し受けます。

◆申込先

株式会社TH企画
〒108-0014 東京都港区芝４丁目5-11 芝プラザビル５F
TEL: 03-6435-1138 FAX：03-6435-3685
Email：th@thplan.com
URL: https://www.thplan.com/
詳細、その他のセミナーは、ホームページをご覧ください。

1118
（開催日）

サイト内
キーワード検索

TH企画検索

◆申込書：2025年11月18日：セミナー
会社名： 部署名：
住所：
TEL： FAX：
氏名：
Email：

１）他社特許分析・対策に必要な特許制度概要
特許要件、出願・審査フロー、特許分析に必要な権利範囲解釈

２）特許情報の種類と内容、その読み方
特許関連公報の項目、国際特許出願の調査報告、特許請求の範囲

３）特許調査の種類
パテントクリアランス調査、技術動向調査、出願前調査、
無効調査

４）特許データベースの使い方
日本・中国・米国の特許データベース使い方、国際分類、
検索キーワード選定方法

５）目的に応じた特許情報の分類方法（特許マップ）
課題・解決手段マップ、MTマトリクス、MTPマトリクス

６）他社特許の分析
特許マップを基にした事業戦略・知財戦略立案方法

７）他社特許のリスクの特定
特許出願のリスク特定、特許権のリスク特定

【講師】 IPP国際特許事務所 所⾧ 弁理士 松下 昌弘 先生

８）他社特許の弱みの特定
権利回避容易性、無効理由、侵害立証困難性、
利用特許取得可能性

９）他社特許の弱みに基づいたリスクへの対応

１０）他社特許分析結果に基づく知財戦略
知財業務のＰＤＣＡ、先行企業の知財戦略、
後発企業の知財戦略

１１）出願件数を増やす発明報告、発明発掘方法

１２）強い特許を取得するための特許開発
守り・攻めの特許、特許開発の進め方

１３）出願内容の決め方、早期審査活用、出願書類記載方法

１４）知財コスト削減
参考資料） DX・AI特許への取組み

質疑・応答

【受講者の声】・世の中の知財部門、開発者がどのようなステップや思考で知財業務に関わっているのかを知れる良い機会になりました。
また、質問にも丁寧にご対応いただき、双方向で意見交換ができる有意義な時間だったと感じました。

・内容は具体例も交えられて分かりやすかった様に思います。知財分野の専門性の高さ、専門部署の重要性を理解出来ました。


